
　　　

　「日本経済の発展に貢献する」。これは、ミロ

ク情報サービス（MJS）が、創業以来、一貫して

掲げてきた経営方針です。この実現に向けて

MJSは、財務会計・税務を中心とするERP製品

の開発・販売を通じて、会計事務所とその顧問

先企業を含む中堅・中小企業を支援してきまし

た。そして来年、設立50周年の大きな節目を

迎えます。

　しかし、50周年はゴールではありません。そ

の先の持続的な成長、すなわち「100年企業」の

実現に向けて、お客さまの期待を超える価値を

創造し続けることが重要です。そのために必要

なのは、目まぐるしく変化する経営環境に適応

し続ける力です。
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業承継、そしてデジタル化やAIへの対応など

多くの課題が顕在化しています。

　国内企業の99％以上を占める中小企業の成

長が、日本経済の発展につながります。会計事

務所とともに​中小企業の​課題解決に貢献するこ

とこそが、MJSの社会的使命であり、存在意義

であると考えています。

2025年度は過去最高の業績を達成

　2025年度のMJSグループの業績は、2024

年度と比較して売上高6.0％増、営業利益6.2％

増、経常利益7.5％増、当期純利益23.4％増の

増収増益となり、過去最高を更新しました。こ

れは、中小企業の課題解決に真摯に向き合って

きた結果であると認識しています。

　一方で、グループ全体の収益性向上は重要な

課題です。なかでも、グループ会社の事業モデ

ルを成長路線へと転換することが急務となって

おり、2026年度は重点的に取り組んでいます。 　そのような状況の中で発生したのが、アンソ

ロピック・ショック※です。この出来事は、AIが

SaaSビジネスの前提を覆す可能性を示唆し、業

界全体に大きな衝撃を与えました。私は直ちに

全社横断のAI活用プロジェクトを始動させ、そ

して、2026年度の全社方針としてAIを成長戦

略の中核に据えるという意思決定を行いました。

AI技術の進展により
既存のビジネスモデルが変化
　MJSはこれまで時代の変化を的確に捉え、そ

の都度、戦略を進化させながら事業を発展させ

てきました。2026年度も、経営環境は激動の

ただ中にあります。なかでも際立っているのは、

2022年以降の生成AIの急速な進歩です。

　2022年末、Googleの経営陣が「コード・レ

ッド（非常事態宣言）」を発令したことは象徴的

な出来事でした。つまり、AIは一部の業務効率

化にとどまらず、既存のビジネスモデルそのも

のを変革する力を持つということです。私自身

もこの時期に、AIが産業構造に与える影響の大

きさを強く認識し、対応の必要性を確信しまし

た。

　一方、MJSの主要なお客さまである中小企業

も変化の中にあり、様々な問題を抱えています。

世界的なエネルギーや原材料価格の高騰に加え

て、慢性的な人手不足や、経営者の高齢化、事

経営環境の 変化

● AIの進歩によるビジネスモデルの変化
● 中小企業の慢性的な人手不足
● 中小企業経営者の高齢化・

事業承継の課題顕在化

2026年度の 取り組み方 針

● 全社的なAI活用の高度化
● 経営課題の解決に伴走する

DXコンサルティング型
ビジネスへの転換 ※米国のAI企業アンソロピックのAIエージェント「Claude Cowork」

の登場により、従来のSaaSが不要になるとの懸念から、SaaS企業の
株価が急落した現象。その後、AIはSaaSを活用・強化するものとの
見方が広がり、市場の懸念は徐々に後退しつつある。
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AI活用を推進し
コンサルティングの品質を高める

　　　　

　「中期経営計画Vision2028」では、「ビジネス

モデル変革と新たな価値創造へのチャレンジ」

をテーマに掲げ、6つの基本戦略を設定してい

ます。2026年度はその戦略を推進するととも

に、「全社的なAI活用の高度化」を重点テーマ

としています。

　MJSは現在、DXコンサルティング事業を本

格展開しています。従来の「製品を提供する営

業」から、「経営課題の解決に伴走するDXコン

サルティング型ビジネス」への転換を進めてい

ます。

　この背景には次の２つの変化があります。

　　・サブスクリプションモデルへの移行

　　・AIによる営業機能の再定義

　サブスクリプションモデルへの移行により、

従来の製品入替を前提とした営業モデルは大き

く変化していきます。加えて、製品説明中心の

営業活動は、その多くがAIに代替される可能

性があります。その中で価値を発揮するために

は、「顧客の経営課題を起点とした価値提供」へ

と進化することが不可欠です。

　その実現を加速するのがAIです。コンサル

ティングの知見・営業ノウハウをAIに蓄積し、

組織全体で活用する仕組みを構築することで、

提案力の高度化と再現性の向上を図ります。さ

らに、AI活用による業務効率の向上に伴って、

これまで、1日以上要していたコンサルティン

グ資料の作成も数時間で完了するなど、生産性

は飛躍的に向上します。創出された時間を新規

顧客の開拓や提案活動の高度化といった高付加

価値業務へ再配分することで、生産性向上と収

益機会の最大化を実現していきます。また、AI

を効果的に使いこなせる人材の育成にも注力し、

DXコンサルティングの品質の標準化と高度化

を推進してまいります。

　2026年度は、DXコンサルティング事業の強

化とAI活用を前提とした人材育成を両輪で推

進し、ビジネスモデル変革を加速させる一年と

位置づけています。

DXコンサルティングで
中堅・中小企業の発展を支援

　2025年度、DXコンサルティングのPoC（概念

実証）を実施した結果、お客さまの経営改善に

直結するという、その有効性に大きな手応えを

得ることができました。2026年度は、本サー

ビスの本格展開を進め、MJSの成長を牽引する

事業の柱として確立させたいと考えます。

　その実現を支えるのが人材です。現在、営業

職およびCS（カスタマーサービス）職を中心に、

経済産業省が推進する「ITコーディネータ※」資

格の取得を推奨しており、すでに140名の有資

格者が在籍しています。2027年度には160名

へと拡大し、コンサルティング人材の質・量の

強化を図ります。

　DXコンサルティングの特長は、単なるIT導

入支援にとどまらず、MJSの得意分野である財

務会計を軸に、経営とITの両面からの経営改

革を実現する点にあります。

　中小企業が抱える課題は、人材不足や事業承

継、生産性向上など様々です。お客さまの会社

の業務プロセスや組織・人員配置、コスト・リソ

ース等のムダ・ムラをなくし、最高のパフォー

マンスと最大の利益を実現するためには、どの

ツールをどのように活用すればよいのか。経営

課題のヒアリングから、経営の全体最適化、業

務改革の提案・解決までを行い、お客さまが競

争力のある会社を目指せるよう伴走支援するこ

製品提供は継続利用
が前提

クラウド・サブスク

製品説明がAIに代替

AIによる
営業機能の再定義

従来モデル
製品入替を前提としたソリューション営業

※ITコーディネータとは特定非営利活動法人ITコーディネー
タ協会が認定する資格制度。経営理念の達成に向けて、 様々
な経営課題と向き合い、ITを利活用してビジネスの変革を図
り、DXを推進する役割を担う
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経営課題を起点とした伴走支援型DXコンサ
ルティングおよび最適なソリューション提案

■MJSのビジネスモデル変革

新モデル
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契約管理サイト販売管理 連結会計 MJSマイナンバー

楽たす

クラウド
ストレージ

bizsky認証基盤 Edge Tracker

BI

HR

ECサイト 銀行API

とがDXコンサルタントの役割であり、それが

MJSの新たな強みになります。

　DXコンサルティングの提供にあたっては、

新たな人員増強に依存することなく、既存の営

業組織がその役割を担う設計としています。そ

のため、AI活用による業務効率化と生産性向上

を前提とすることで、人件費の増加を抑えなが

ら収益拡大を実現します。私は、本取り組みを

経営の最重要テーマの一つと位置づけ、自ら先

頭に立って推進してまいります。

　DXコンサルティングのクオリティをさらに

高め、全国の支社を通じて中小企業の生産性向

上や収益力強化を支援するとともに、地域経済

の活性化にも貢献していきます。

　加えて、中小企業の税務と会計を支える会計

事務所においても、高齢化や人材不足といった

構造的な課題が顕在化しています。こうした課

題に対しても、DXコンサルティングを通じて

業務改革や経営の最適化を支援していきます。

　さらに本サービスと、2025年11月にリリー

スしたSaaS型クラウドERP製品「LucaTech 

GX Lite」を組み合わせることで、顧客提供価値

の向上とクロスセルの拡大を通じた収益成長を

実現していきます。同製品は、経理事務の効率

化に加えて、経営判断の迅速化・高度化を支援

する基盤として機能します。その結果、お客さ

まの意思決定の質を高め、競争力強化に貢献す

る製品であると考えています。こうした新たな

プロダクト群を、MJSの成長を牽引する中核ド

ライバーとして位置づけています。

　また、「LucaTech GX Lite」をはじめとした

製品開発においてもAI活用を積極的に推進し

ていきます。2026年度は第2四半期より開発

組織体制を刷新し、開発プロセス全体の高度化

を通じて、生産性を2～3倍に向上させること

を目指します。さらに将来的にはAIを前提と

した開発モデルへの転換により、10倍規模の

生産性向上を追求します。

監査、人事、管理部門等でのAI活用で
経営を最適化する

　企業価値を高めるためには、売上の拡大だけ

ではなく、業務プロセスに存在するムダやムラ

を削減し、生産性を向上させることが不可欠で

す。それを実現するためにMJSでは、営業や開

発部門に加え、監査、人事、管理部門等におい

■各社の専門領域のクラウドソリューションとシームレスに連携

■MJS DXコンサルティングの提供を通じて、
　MJSが目指すポジション
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てもAI活用を推進しています。

　例えば、監査領域においては、AIを活用しリ

スク分析や資料作成を高度化し、ガバナンス水

準を維持・向上させながら業務効率を大幅に改

善しています。

　人事領域においても、従業員のスキルや経験、

過去の実績、資格などのプロファイルと、各部

門の業務内容や求められる能力などのデータを

活用し、最適な人材配置や育成を支援する仕組

みの構築を進めています。

　現在、MJSは、各部門にアンソロピック社の

Claudeを配布し、AIを日常業務で活用できる

環境を整備しています。同時に、全社的にAI

を活用する文化を醸成するための教育にも力を

入れています。各部門でAI活用による業務改

革を推進し、経営の最適化につなげてまいりま

す。

　さらに重要なことは、社内で蓄積したAI活

用ノウハウを顧客価値へ転換することです。自

社で実践し、その成果を製品・サービスとして

提供することで、新たな価値創造を目指します。

管理職の女性比率を高め
多様な人材が活躍できる企業へ

　「サステナビリティ2030」では、「お客さまを

大切に、そして社員の幸せを！」をMJS Value

として掲げ、その実現に向けて人的資本経営を

推進しています。

　人的資本経営の本質は、人材をコストではな

く価値創出の源泉と捉え、企業価値向上につな

げることにあります。そのためには、社員一人

ひとりが成長を実感し、能力を最大限発揮でき

る環境の整備が不可欠です。これが組織全体の

競争力強化につながると考えています。

　AIはその重要な手段のひとつです。業務効

率化により創出された時間を高付加価値業務へ

再配分することで、新たな挑戦も可能になるた

め、社員の成長と働き方改革、そして企業の生

産性向上を同時に実現できるものと考えます。

　さらに、多様な人材が活躍できる組織づくり

の一環として、女性活躍の推進にも取り組んで

います。目標として、2030年度に女性管理職

比率を21％まで引き上げることを掲げていま

す。その達成に向けては、まずは女性社員の比

率そのものを高める必要があるため、採用活動

を通じた女性人材の確保に加え、育成プログラ

ムやキャリア形成支援を強化し、女性が継続的

に活躍できる環境づくりに取り組みます。

これらの施策を通じて、多様な人材が能力を最

大限に発揮できる組織を実現し、経営品質と企

業価値の向上につなげてまいります。

シンガポールを足掛かりに
ASEANへ

　国内の経営基盤の強化と並行して、海外展開

への第一歩として、2025年10月にシンガポー

ルのクラウドERP企業Synergix Technologies 

Pte Ltd.を子会社化しました。本件は、ASEAN

における成長基盤の確立に向けた戦略的投資と

位置づけています。

　シンガポールは、ASEANの中でも経済・金

融・ビジネスのハブ機能を担う拠点であり、多

くの日系企業が進出しています。MJSグルー

プにとっても、顧客基盤の拡大とともに、現地

ニーズに即したサービス提供力を高めるうえで

極めて重要な市場です。今後は、ASEANの中

心地であるシンガポールにおいて、日系企業へ

のプレゼンス向上と競争優位性を確立しながら、

現地での事業拡大を推進します。

　また、シンガポールでの事業基盤確立を足掛

かりに、ASEAN全域への段階的な展開を進め、

各国の市場特性や制度環境を踏まえたローカラ

イズ戦略を取り入れながら、中長期的な成長ド

ライバーへと育成していきます。

　将来的には、MJSの製品・サービスとの連携

ガバナンス水
準を​維持・向
上させながら​
業務を​効率化

最適な​人材配
置や​育成を​支
援する​仕組み
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請求書対応の
自動化など、
経営管理業務
を効率化
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や共同開発をはじめ、Synergixが有する現地市

場での知見・顧客基盤と、MJSのERP製品や、

DXコンサルティングのノウハウを融合するこ

とにより、クロスボーダーでの新たな価値創出

と高付加価値なサービス提供を目指してまいり

ます。

経営基盤を強化、
リスク管理を徹底する

　事業の持続的な成長を実現するためには、競

争優位性の維持・強化が最も重要です。その前

提として、サステナビリティ経営のベースとな

る強固な経営基盤を確立する必要があります。

そのためには、人材、製品、資金といった経営

資源を安定的かつ最適に確保・活用することが

不可欠です。特に、収益力を高め、財務基盤を

強化することは、将来への投資余力を確保し、

持続的成長を支えるうえで極めて重要な経営課

題であると認識しています。今後も、具体的な

数値目標に基づき、資本効率を意識した経営の

徹底と収益性の向上を通じて、経営基盤の安定

と企業価値向上の両立を図ってまいります。

　加えて、リスク管理の徹底も重要です。これ

はサステナビリティ経営のみならず、コーポレ

ート・ガバナンスの観点からも極めて重要なテ

ーマです。引き続き、内部統制やガバナンスの

強化を推進するとともに、全社的なリスクマネ

ジメント体制の高度化を図り、経営の健全性、

透明性と信頼性のさらなる向上に努めます。

　MJSはAIを最大限に活用し、ビジネスとシ

ームレスに融合させることで、事業改革を推進

し新たな価値提供を目指します。人員拡大に依

存しない生産性向上と付加価値創出を両立する

経営モデルへ転換することで、さらなる業績拡

大と企業価値向上を実現していきます。

　今後も、AI活用をはじめとする事業改革を継

続し、お客さまや社会に対する提供価値の最大

化に取り組んでまいります。ステークホルダー

の皆さまにおかれましては、今後とも変わらぬ

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

マネジメント力の強化・
社員のキャリア支援

（個の自律・成長機会の提供）

魅力ある職場環境に向けた
挑戦的な取り組み

（ダイバーシティ/柔軟な働き方/健康）

人事戦略と連動した
主要制度の見直し

（グレード/報酬/評価）

エンゲージメント向上 人材戦略に基づく人材教育 DE&Iの取り組み

■戦略実現を加速する人材力・経営基盤強化の取り組み

生
産
性
向
上
と
付
加
価
値
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TOP MESSAGE

08価値創造ストーリー 戦略 経営資源の強化 コーポレート・ガバナンス 企業データイントロダクション




